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小・中学生絵画・作文コンクール
ー 実施要項 ー

目的
「自転車月間」は、昭和５６年５月に「自転車の安全利用の促進及び自転車駐車場の整備に関する法律」が施行されたのを

機に制定され、自転車の交通安全教育や乗車マナーの向上と、自転車を通じての国民体育の向上を図ることを目的に毎年

５月の月間中に、各種の行事を実施しているが、若年層における「自転車月間」の趣旨の浸透と、参加意識の高揚を図るた

め、小・中学生を対象に自転車をテーマとした絵画・作文の作品を公募する。

名称
平成１９年度　自転車月間「小・中学生絵画・作文コンクール」

主催
自転車月間推進協議会/朝日新聞社

後援
内閣府/警察庁/総務省/文部科学省/経済産業省/国土交通省/環境省/東京都/日本自転車振興会

募集対象
平成１８年度　小・中学校在校生、盲学校・特殊学校同年齢者

募集テーマ
「夢の自転車」

募集期間
平成１８年１２月中旬から平成１９年３月３１日（土）【当日消印有効】

募集内容
絵画部門：Ｂ判四つ切サイズ（380ｍｍ×540ｍｍ）画材は自由、ポスター形式（絵画と文字）も可

作文部門：400字詰め原稿用紙３枚以内

審査・選考方法
主催者及び学識経験者から成る選考委員を設置し、平成１９年４月１７日（火）に選考委員会を開催の上、別項の審査基準

に基づき、審査・選考する。なお、選考委員会の構成については、別項の通りとする。

賞の種類・賞品（小・中学生、絵画・作文部門とも共通）
金賞・・・各１名　賞状、マウンテンバイク、図書カード

銀賞・・・各１名　賞状、図書カード

銅賞・・・各１名　賞状、図書カード

努力賞・・・各１０名　賞状、図書カード

実施概要
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作品募集チラシ：（A4）、ポスター：（A2） 作品募集チラシ裏面：（A4）

2

入賞者の発表
平成１９年５月１日（火）付朝日新

聞全国版朝刊紙上において発表

した。

また、サイクルドリームフェスタ

2007【５月４日（金・祝）～５月５日

（土・祝）科学技術館（東京都千

代田区）１階２号、３号催物場及

び玄関前広場にて開催】会場に

おいて金賞、銀賞、銅賞入賞者

及び努力賞作品の展示を行なう

とともに、受賞作品集を作成し、

関係機関等に配布。

入賞者の表彰
各部門の金賞、銀賞、銅賞入賞者については、「自転車の日」である５月５日（土・祝）１３：００～１３：３０に、サイクルドリームフェ

スタ2007会場において、表彰式を行なった。



小・中学生 絵画・作文コンクール
ー 選考 ー

「平成１９年度　自転車月間小・中学生絵画・作文コンクール」では、「夢の自転車」をテーマに全国の小中学生から、応

募総数1,250点の作品が応募された。

作品の選考に当たっては、絵画部門においては、①主張、趣旨②表現力、完成度を審査基準とし、作文の部においては、

①主張、趣旨②文章構成③表現力を主たる審査基準とした。その基準に基づき審査選考し、平成１９年４月１７日（火）に

選考委員会による最終選考を行い、金賞、銀賞、銅賞、努力賞の５２作品を決定した。

選考委員会委員（敬称略）

委員長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

島　久代

玉城　一夫

関　　一

飯野　治

奥村　廣重

佐藤　米治

友高　哲朗

野崎　浩之

高橋　惇

千葉大学

（社）全国交通安全母の会連合会

(財)全日本交通安全協会

(独)日本スポーツ振興センター

(財)日本レクリエーション協会

(財）日本サイクリング協会

朝日新聞社　事業本部

朝日新聞社　広告局

(財）日本自転車普及協会

名誉教授

専務理事

常務理事

健康安全部長

常務理事

専務理事

メセナ・スポーツ部　スポーツ事業担当部長

広告第５部長

常務理事

団体名委員名 役職
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選考委員会の様子 絵画部門の審査風景

小・中学生 絵画・作文コンクール
ー 表彰式 ー
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小学生絵画の部 表彰式 中学生作文の部 表彰式

金賞・銀賞・銅賞受賞者 集合写真




